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未
年
平
成
２
７
年
も
残
り
少
な
く
な
り
、
申
年

の
新
年
が
足
早
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
今
年
一

年
を
振
り
返
り
ま
す
。
世
の
中
の
動
き
で
は
、
１

月
１
４
日
北
陸
新
幹
線
長
野
金
沢
間
開
業
、
７

月
１
６
日
芥
川
賞
に
又
吉
直
樹
の
「
火
花
」、
７

月
３
１
日
東
京
五
輪
の
エ
ン
ブ
レ
ム
問
題
、
９

月
１
９
日
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
は
強
豪
南
ア
フ

リ
カ
を
破
り
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
、
１
０
月
５
日

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に
大
村
智
氏
・
物
理

学
賞
に
梶
田
隆
章
氏
、
１
１
月
４
日
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
３
社
が
株
式
上
場
、
１
１
月
１
３
日

パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
、
本
年
の
流
行
語

大
賞
は
「
爆
買
い
」「
ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー
」。

高
台
行
事
で
は
（
定
例
的
な
も
の
を
除
く
）、
３

月
３
０
日
大
﨑
さ
ん
収
集
の
鉄
道
模
型
を
展
示

の
「
鉄
道
展
」、
４
月
１
１
日
第
７
代
新
会
長
三

原
さ
ん
就
任
、
こ
の
頃
街
路
樹
植
え
替
え
の
議

論
活
発
化
、
７
月
１
７
日
台
風
１
１
号
で
高
台

に
初
の
「
避
難
勧
告
」、
８
月
３
１
日
か
ら
「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
開
催
、
１
０
月
４
日
市
民
大
運
動

会
で
高
台
奇
跡
の
躍
進
、
１
１
月
２
３
日
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
防
災
訓
練
で
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
訓
練

実
施
、
野
々
下
医
師
が
認
知
症
カ
フ
ェ
「
け
や
き

の
家
」
開
設
、
毎
月
開
催
の
「
き
ず
な
の
会
」
例

会
が
５
５
回
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
映
画
会
」
が

２
２
回
を
迎
え
る

な
ど
で
す
。↗

先
般
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
希
望
に
し
た
が

っ
て
１
２
月
か
ら
回
覧
板
を
お
回
し
し
、

敬
老
の
案
内
を
省
略
し
、
高
台
だ
よ
り
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

当
初
は
多
少
混
乱
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
問
題
が
あ
れ
ば
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
自
治
会
活
動
で
要
望

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、

燃
え
る
ご
み
（
毎
週
火
・
金
）

と
資
源
ご
み
（
分
別
ご
み
、

毎
週
水
）
に
つ
い
て
下
表
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
「
年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ

ー
ル
」
を

１
２
月
２
８
日

（
月
）・
２
９
日
（
火
）
に

実
施
し
ま
す
（
小
雨
決
行
）。

火
の
用
心
の
掛
け
声
と
共
に

２
組
に
分
か
れ
て
高
台
内
を

巡
り
ま
す
。
一
緒
に
回
っ
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
午
後
８
時
に
さ
く
ら
会
館

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
２
８
日
に
は
市
長
の
激
励
訪
問
が
あ

り
ま
す
。
年
末
は
忙
し
さ
の
た
め
不
注
意
の
火

災
や
空
き
巣
被
害
が
増
え
ま
す
。
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

長
五
小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
「
総

合
防
災
訓
練
」
が
、
１
１
月
２
３
日
長
岡
第

四
中
学
校
で
あ
り
、
長
五
小
区
の
１
７
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
発
生
を
想
定
し
て
の
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）

訓
練
」
を
行
い
、
高
台
か
ら
も
２
０
名
が
参
加
し

て
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
場
合
の
運
営
を
疑

似
体
験
し
ま
し
た
。
中
小
路
新
市
長
も
応
援
に

来
ら
れ
、
炊
出
し
訓
練
で
作
っ
た
五
目
ご
飯
と

豚
汁
の
試
食
も
あ
り
ま
し
た
。
高
台
も
震
度
６

強
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
へ

の
備
え
を
常
に
心
が
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

「
き
ず
な
の
会
」
は
、
加
齢
に
よ
り
多
く
の

人
が
罹
患
す
る
認
知
症
の
人
を
地
域
皆
ん

な
で
支
え
あ
う
と
の
主
旨
で
設
立
さ
れ
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎
月
第
２
木
曜
日
１
３

時
３
０
分
か
ら
さ
く
ら
会
館
で
勉
強
会
を

開
い
て
お
り
、
１
１
月
は
蘭
一
輝
さ
ん
に
よ
る

「
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
話
で
し

た
。
１
２
月
は
休
会
で
、
１
月
は
１
４
日
（
木
）

１
３
時
３
０
分
か
ら
、
近
く
の
馬
本
先
生
に
「
乙

訓
地
域
の
高
齢
者
の
実
態
」
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

２
月
例
会
は
１
８
日
（
木
）

１
４
時
３
０
分
か
ら
（
日

時
共
に
い
つ
も
と
違
い
ま

す
）
で
、
中
小
路
健
吾
市

長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。
市
政
に
対
す
る
要
望

や
質
問
を
ど
し
ど
し
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
数
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

社
会
人
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
学
ぶ
こ
と

を
お
手
伝
い
す
る
生
涯
学
習
委
員
（
高
台

地
区
は
後
藤
国
彦
さ
ん
）
が
主
催
す
る
「
香

り
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
教
室
が
、
１
１

月
２
８
日
長
五
小
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
本
藤
知
夏
さ
ん
で
、

４
３
名
の
皆
さ
ん
が
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
高
台
か
ら
も

７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
全
員
の
方
が
大
変

良
か
っ
た
と
回
答
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
生
涯

学
習
の
た
め
の
「
森
乃
福

郎
落
語
会
」、「
茶
道
教
室
」、「
骨
董
教
室
」、「
白

川
漢
字
塾
」、「
寄
せ
植
え
教
室
」
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

１
１
月
２
２
日
か
ら
の
水
曜
と
日
曜
日
の

計
４
回
、
バ
ス
通
り
の
街
路
樹
の
落
ち
葉

清
掃
を
実
施
し
、
延
９
３
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
初
日
に
は
過
去
最

多
の
４
０
名
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
台
サ
ー
ク
ル
「
花
ご

と
」
の
「
寄
せ
植
え
教

室
」
を
１
２
月
５
日
３

号
公
園
で
行
い
ま
し
た
。

２
５
名
の
花
好
き
の
皆

さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
お
正
月

用
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
し

た
。
丁
寧
に
楽
し
く
指
導
い

た
だ
い
た
と
好
評
で
し
た
。

４
丁
目    

石
堂
郁
子

さ
ん

<

い
つ
高
台
に>

神
足
に
住
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
光
明
寺
か
高
台
か
迷
っ

た
の
で
す
が
、
バ
ス
の
便
の

い
い
高
台
に
決
め
２
２
年
前
に
越
し
て
き
ま
し
た
。

<

高
台
の
生
活
は>

、

こ
れ
ま
で
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
高

台
に
来
て
授
か
り
、
子
育
て
す
る
に
は
い
い
土
地

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
近
所
さ
ん
は
い
い
人
ば

か
り
で
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
の
便
が

ち
ょ
っ
と
減
っ
た
の
が
不
満
で
す
。

<

ご
趣
味
な
ど
は>

市
の
職
員
で
保
育
士
を
し
て

い
た
の
で
す
が
退
職
を
機
に
、

父
が
書
道
家
で
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
書
に
親
し
ん
で
き
た

の
で
、
家
で
書
を
教
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
お
父
さ

ん
の
翠
渓
さ
ん
は
、「
高
台
集
会
所
」
の
玄
関
プ

レ
ー
ト
や
「
さ
く
ら
～
」
の
額
を
書
か
れ
た
方
で

す
）。
水
穂
会
と
京
都
の
か
つ
ら
ぎ
会
に
入
っ
て

い
て
、
近
く
の
子
ど
も
や
親
御
さ
ん
に
か
な
文

字
を
中
心
に
教
え
て
い
ま
す
。
か
な
文
字
は
優

雅
で
京
都
的
な
字
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

<

ご
家
族
は>

３
人
家
族
で
、
夫
は
昨
年
教
師
を
退
職
し
、
サ
ッ

ク
ス
を
吹
い
た
り
手
品
教
室
に
か
よ
っ
た
り
大

型
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

大
学
３
年
生
の
子
ど
も
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
や
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

高
台
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い
ろ
い
ろ
な
事
を

さ
れ
て
い
て
、
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。
不
精

な
私
も
少
し
見
習
わ
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
、

し
か
し
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

<

訃  

報>
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８
７
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）
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背景は“クリスマ

スホーリー”、ヒ

イラギのことで、

クリスマス装飾

の定番です。

年賀状印刷を「自治会で格安で引

き受けます」の案内を先月号でお

知らせしましたが、既に２千枚近

くの注文をいただいています。収

益は自治会の収入となります。ま

だ年賀状を作っておられない方

は後藤（９５６－１９７６留守番

電話）まで、年末一

杯受け付けています。

また「立春大吉」の

はがき（見本右記）

もお引き受けしてい

ます。

さ
く
ら
会
館
「
年
末
大
掃
除
」
は
１
２
月
１
２
日

行
わ
れ
、
過
去
最
多
の
４
４
名
の
皆
さ
ん
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
１
月
の
さ
く
ら
会
館
清
掃
は
１

月
９
日
（
土
、
役
員
会
の
日
）
で
、
当
番
は
１
３

Ｂ
と
１
４
Ｂ
で
リ
ー
ダ
ー
は
芦
田
さ
ん
で
す
。
１

１
月
の
さ
く
ら
会
館
利
用
は
１
８
回
で
し
た
。

狙仙の猿

「ふれあいサロン」は、高台の皆んなが互助の

精神で、特に高齢者の皆さんを助け合うため

に設立された「高台安心見守り隊」の会合で

す。毎月最終月曜日の１４時からさくら会館

で開催され、映画会を楽しんだあと、喫茶や酒

類を楽しみながら歓談します（１２月は年末

のため休会）。これまで２２回開催し「綾小路

きみまろの漫談」 渥美清の「男はつらいよ」

森繁の「社長道中記」 植木等の「日本無責任

時代」 日本初のカラー映画「カルメン故郷に

帰る」 終戦の１日を扱った「日本のいちばん

長い日」 真珠湾攻撃の「トラ・トラ・トラ」

ホメロスの「トロイ」 吉永小百合の「伊豆の

踊子」 旧制高校の青春を描いた「ダウンタウ

ン・ヒーローズ」 黒澤明監督のオムニバス

「夢」 スパイ映画「陸軍中野学校」 仲間由紀

恵の「トリック」 美空ひばりの「東京キッド」

桂米朝の落語「地獄八景」 政治の裏側を描い

た「金環蝕」名曲を当時の映像と共に見る「昭

和の歌」 大阪独立のＳＦ映画「プリンセス・

トヨトミ」 黒澤明監督の「椿三十郎」 植木等

の「日本一のほら吹き男」

ＮＨＫドラマで開戦を扱っ

た「エトロフ遥かなり」を

上映しました。これからも

懐かしの楽しい名作の映画

会としたいと思います。 映画会の後の歓談

高台のブースでの HUG
訓練、市長(左上)が激励

ＨＵＧ訓練の説明会

講師によるハンドマッサージ

前回のきずなの会

寄せ植え教室

古今和歌集より


